第16回高輝度電子源開発グループ会合

日程：2009年9月4日（金）

時間：13時30分より14時30分

場所：ビデオ接続58001

参加者：本田、武藤、河田、山本、栗木（KEK会場）、羽島、永井、西森、江見（JAEA会場）、飯島、正中（広島会場）

久保（代理発表，栗木)より、クライオポンプの立ち上げ状況について報告があった。Cryopumpに影響のない程度での100℃程度での低温ベークの後、クライオポンプの運転をした。最終的に1.1E-9Paまで到達した。

Q:NEGは活性化していないのか、物理的につけていないのか。

A:物理的に付けていない。

Q:ベーキング後にTMPで引いたときの真空度があまり良くないようだが。

A:クライオ内部で温度70℃制限の部分があるので、今回はチャンバー自身は低温でのベーキングしかおこなっていない。水等はあまりとれていないと推測する。

Q:NEGポンプはいつぐらいに稼働させるのか。

A;クライオの80Kシールドで70℃という制限がある。それに気を付けながら活性化を行う。どうしても無理がある場合には、NEGを隠すようにエルボーを増設して行う予定。

西森氏より、FEL09について報告があった。LCLSの1.6Åでの発振が最大の話題であった。またFEL-OについてK.J.Kimから報告があった。Daresburyでは化学洗浄時の大気暴露に気をつかっている。また、ベーキング時にRGAを行い、水素と他のガスとの分圧比を指標として、1E-3まで継続している。ハロゲンヒーターによる加熱、カソードパックを6個装着可能なカルーセルなどが独自の方法として注目される。

Q:カソードパックは6個ついているが、それらは一気に活性化をおこなっているのか。

A:活性化は1個づつおこなっているようだ。パック間の干渉などについてはよくわからない。

Q:ハロゲンヒーターを使用するメリットはあるか。加熱時は温度モニターできるのか。

A:安価である。背後から照射するように配置すればモニターは可能である。またInの熔融などに、手軽に使用できる。

Q:LCLS, FEL-Oについて、どのような話題であったか？

A:LCLSについては発振が確認されたということで、光源マシン側、技術的な話題がおおかった。利用についてはまだこれからである。FEL-Oについては平均輝度が桁違いに大きくできるということで注目された。加速器側の妥当性よりも、X線ミラーの妥当性、開発要素などが議論の中心であった。

山本氏より、二号機の検討状況について報告があった。本体容器にICF114のポートを追加し、将来的に背後からInvertedタイプのセラミックを挿入する構造に対応できるようにした。また、クライオポンプについては、U社とA社で検討しているが、薄板で真空的に分離して、耐ベーク性を向上させる工夫を考えている。また、セラミックについても二種を検討中である。

Q:ガードリングはどうするか。

A:今回の入札には入っていない。現在の設計と同じものが装着できるようにしている。

Q:セラミック管も含めて高圧検査対象となるのか。

A:確認する。（栗木追加情報：圧力容器は圧力差がある部分が検査対象である。今回はSF6タンクとセラミックが検査対象となる。）

C:安全性については大気側にはガスが放出しないので大丈夫では。（これはあやまり、栗木）

Q:原研では、クライオモジュールは空洞全体で検査だったのか。

A:超伝導空洞のときはクライオモジュールは高圧ガスの検査対象ではなかった。

C:リニアコライダー用の空洞は2Kで減圧しているので、高圧ガスの検査対象である。

Q:電子銃チェンバーのフランジサイズ、封止方法は？

A:φ720mm。内径はφ640mmで、封止はデルタ付のヘリコである。

次回会合は10/5(月)を予定。

文責、栗木

